
 

 

陸上自衛隊Ｖ－２２オスプレイの予防着陸について（口頭要請） 

 

 

令和５年８月 31日に、陸上自衛隊Ｖ－２２オスプレイが訓練のため陸上自衛隊木

更津駐屯地を離陸し、静岡県御前崎沖上空を飛行中に予防着陸を促すランプが点灯

したことから、航空自衛隊静浜基地に予防着陸しました。「予防着陸」は事態の悪化

を防止するための措置であることは理解いたしますが、陸上自衛隊Ｖ－２２オスプ

レイは立川飛行場への訓練も実施されていることから、周辺住民に不安を与えるも

のです。 

貴職においては、このような状況を十分に認識され、次のとおり対応するよう要請

します。 

 

１ 今回の予防着陸の原因究明を行い、説明を行った上で、再発防止の徹底を図るこ

と。 

２ 所属機の点検整備を強化し、安全確保の徹底を図ること。 

３ 以上に関する情報を関係自治体に速やかに提供すること。 
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